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人口超減少社会について考える
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この冊子は、  　　　の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。
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（出典）総務省「国勢調査報告」、同「人口推計年報」、同「平成 12 年及び 17 年国勢調査結果による補間推計人口」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の
　　　  将来推計人口（平成 18 年 12 月推計）」、国土庁「日本列島における人口分布の長期時系列分析」（1974 年）をもとに、国土交通省国土計画局作成

2004 年 12 月にピーク
12,784 万人
高齢化率 19.6%
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高齢化率 39.6%
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高齢化率 40.6%
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（注）合計特殊出生率は女性の年齢別出生率を合計した値。数字は各国最新年次。日本 12 年概数。
（資料）厚生労働省「平成 13 年度人口動態統計特殊報告」「人口動態統計」（日本全年、その他最新年）
　　　  国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集 2010」、Korea National Statistics Office
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「家族・子供向け公的支出」対「高齢者向け公的支出」（2003 年）
（注）対象は世銀定義によるOECD高所得国（韓国を除く）。公的支出は社会保険や
　　  税の支出。家族・子供向け公的支出には児童手当、生産手当、産休給付金な
　　  どの他、学校教育費の公的負担を含む。ルクセンブルクはデータなし。
　　  韓国は x軸値が 3.99 と異常に高いので除外した。
（資料）世界銀行、WDI/OECD、Social Expenditure Database 2007

y=0.3126x+1.2311
R2=0.6131
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